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はじめに

近年，小児アレルギー性疾患は増加傾向にある．「平
成 14 年度学校保健統計調査報告書」1）によると，全国
の児童，生徒における喘息の割合の年次推移は増加傾
向にあり，14 年度には小学校（2.7％），中学校（2.2％）
および高等学校（1.4％）で過去最高の割合を示した．
埼玉県では，平成 14 年に県民を対象とした「生活環
境とアレルギーに関する調査」2）を実施した．その結
果，15 歳以下で何らかのアレルギー様症状があると回
答した者が 52％と，約半数に認められた．そこで，県
内の小児アレルギー性疾患の実態把握に向けて，小中

学生における特異 IgE抗体保有状況を調査し，これら
の結果と聞き取り調査によるアレルギー性疾患の有症
状況との関連について解析を行ったので報告する．

対象および方法

1．対象
2001 年 9 月に，埼玉県山間部の小児生活習慣病予防
事業において検診を受けた小中学生全員．
5年前にさかのぼった 1996 年 9 月に，同学校の小中
学生で，同検診をうけた者全員．
なお，これらの検診を受けた者は，事業に対して保
護者の同意を得ている．対象者数および受診率を下記
に示した．
2001 年：小学 4～6年生 79 名（全学童 94 名，受診率
84％），中学 1～3年生 119 名（全生徒 129 名，受診率
92％）．
1996 年：小学 4～6年生 117 名（全学童 134 名，受診
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率 87％），中学 1～3年生 56 名（全生徒 96 名，受診率
58％）．
これらの対象者の血清を採取し，調査時まで－80℃
で保存した．

2．方法
対象者の保存血清について，6種類の吸入抗原に対
する特異 IgE抗体を酵素抗体法（オリトン「IgE」ケミ
ファ：日本ケミファ）により測定した．抗原は，花粉
3種類（スギ，ブタクサおよびハルガヤ）とヤケヒョウ
ヒダニ，ハウスダストおよびネコ皮屑を用い，自動分
析装置（DiaPack�2000：日本ケミファ）により測定し
た．結果は，0～6までのクラス分けにより判定し，ク
ラス 2以上を陽性とし，吸入抗原に対する特異 IgE
抗体保有状況を調べた．
2001 年および 1996 年の各対象者の特異 IgE抗体保
有状況と，両調査年で追跡調査が可能であった 32 名の
特異 IgE抗体保有状況について， 比較検討を行った．
また，2001 年の検診の際には，アレルギー様症状の
有無およびアレルギー性疾患（喘息，アトピー性皮膚
炎，アレルギー性鼻炎および花粉症）の診断状況につ
いて，対面方式により医師または保健師が聞き取り調
査を行った．
なお，アレルギー様症状については，以下の 3項目
の症状があったか調査した．これらのうち，いずれか
1つ以上の症状があると回答した場合に，「アレルギー
様症状（自覚症状）あり」とした．
・この 1年間に，息をするとヒューヒュー・ゼーゼー
などの音がしたり，呼吸が苦しくなったり，ひどく
咳こんだりする症状が出たことがある．
・この 1年間に，皮膚が赤くただれたり，かさかさし
たり，かゆみの強い湿疹などの症状が出たことがあ
る．
・この 1年間に，眼がひどくかゆくなり赤くなったり，
くしゃみが続き鼻水が止まらなくなったり，ひどい
鼻づまりがするなどの症状が出たことがある．
これらの聞き取り調査の結果と吸入抗原に対する特
異 IgE抗体保有状況との関連性について検討した．
統計解析は，SPSS（Ver. 12.0）を使用して，χ2 検定
および Spearman の順位相関検定を行い，有意水準を
5％とした．
なお，本調査は，埼玉県衛生研究所研究倫理審査委
員会において審査を受け，了承された上で実施した．

結 果

1．特異 IgE抗体保有状況
（1）2001 年の調査対象者
小学生 79 名について，6種類の抗原に対する特異
IgE抗体を測定した結果，いずれかの抗原に陽性で
あった者は 46 名（58％）であり，男子が 39 名中 26
名（67％），女子が 40 名中 20 名（50％）であった（Ta-
ble 1）．各抗原に対する陽性率をみると，スギが 49％
と最も高く，次にハウスダスト（42％），ヤケヒョウヒ
ダニ（39％），ネコ皮屑（23％）が続いた．すべての抗
原に対する陽性率で男子に高い傾向があったが，有意
な性差は認められなかった．
また，中学生 119 名では，72 名（61％）がいずれか
の抗原に陽性であった（Table 1）．各抗原に対する陽性
率をみると，小学生の結果と同様に，スギが最も高く，
次にハウスダスト，ヤケヒョウヒダニであった．また，
ネコ皮屑以外で男子に高い傾向があったが，有意差は
認められなかった．
6種類の各抗原に対する陽性者の重複頻度の割合に
ついてFig. 1 に示した．
小学生において，1種類の抗原のみに陽性の者は 11
名（14％）であった．また，2種類以上の抗原に陽性の
者は 35 名（44％）であった．これらのうち最も多かっ
たのは，4種類の抗原に陽性を示した 16 名（20％）で
あり，その内訳では，スギ，ヤケヒョウヒダニ，ハウ
スダストおよびネコ皮屑の組み合わせが 63％（10 名）
を占めた．6種類すべての抗原に陽性を示した者は 3
名（3.8％）であった．これらの 2種類以上の抗原に陽
性の者では，スギ，ヤケヒョウヒダニ，ハウスダスト
のいずれかの組み合わせの陽性が 94％（33 名）を占め
た．
中学生における重複頻度をみると，1種類の抗原に
のみ陽性の者は 20 名（17％），2種類以上に陽性の者は
52 名（44％）とその割合は小学生とほぼ同一であった．
重複した抗原の内訳も小学生と同様で，4種類の抗原
に陽性の者が 19 名（16％）と最も多く，スギ，ヤケヒョ
ウヒダニ，ハウスダストおよびネコ皮屑の組み合わせ
が 58％（11 名）を占めた．また，2種類以上の抗原に
陽性の者では，スギ，ヤケヒョウヒダニ，ハウスダス
トのいずれかの組み合わせの陽性が 96％（50 名）を占
めた．
ヤケヒョウヒダニとスギに対する陽性率との相互の
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Table 1 Prevalence of allergen-specific IgE antibodies in school children aged from 9 to 15 

in rural area of Saitama prefecture

（%）

Cat
dander

House 
dust

D.p.2）
Sweet
vernal
grass

Ragweed
Japanese 
cedar
 pollen

Six
allergens1）

SubjectsYear

26514621135967Male（n=39）

Age 9―11 years
（Primary school 

children）

2001

20333315 7.54050Female
（n=40）

23423918104958Total
（n=79）

14524821145259Male（n=56）

Age 12―15 years
（Junior high 
school students）

14333017 9.54662Female
（n=63）

14423919124961Total
（n=119）

16555328195267Male（n=58）

Age 9―11 years
（Primary school 

children）

1996（Five 
years ago 
from 2001）

15272720224956Female
（n=59）

15414024215062Total
（n=117）

16474428135363Male（n=32）

Age 12―15 years
（Junior high 
school students）

 4.2383813133858Female
（n=24）

11434121134661Total
（n=56）

＊：p＜0.01
1）Positive for allergen-specific IgE antibodies against Japanese cedar pollen, ragweed, sweet vernal grass, Dermatophagoides ptero-

nyssinus, house dust or cat dander.
2）Dermatophagoides pteronyssinus.
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Fig. 1. Number of positive inhalant allergen.

Allergen：Japanese cedar pollen, ragweed, sweet vernal grass, Dermatophagoides 

pteronyssinus, house dust and cat dander.
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Fig. 3. An alteration of prevalence of allergen-specific IgE antibodies in subjects 

followed-up from 1996 to 2001.

N=32

＊ Positive for allergen-specific IgE antibodies against Japanese cedar pollen, rag-

weed, sweet vernal grass, Dermatophagoides pteronyssinus, house dust or cat dander.

＊＊Dermatophagoides pteronyssinus.
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関連をみると，小中学生ともに，ヤケヒョウヒダニに
陽性を示した者におけるスギ陽性率（小学生：84％，
中学生：76％）は，ヤケヒョウヒダニに陰性を示した
者のスギ陽性率（小学生：27％，中学生：32％）に比
べて有意に高かった（p＜0.01：Fig. 2）．

（2）1996 年の調査対象者
小学生 117 名において，6種類いずれかの抗原に陽
性であった者は 72 名（62％）であり，男子が 58 名中
39 名（67％），女子が 59 名中 33 名（56％）であった
（Table 1）．各抗原に対する陽性率をみると，ヤケヒョ
ウヒダニおよびハウスダストに対する陽性率は，男子
で有意に高かった（p＜0.01）．
中学生 56 名では，34 名（61％）が 6種類いずれかの
抗原に陽性であり，性別の陽性率とともに小学生と同
様の数値を示した（Table 1）．各抗原に対する陽性率を
みると，ブタクサを除くすべての抗原で男子に高い傾
向が認められた．
2001 年の調査結果と比較すると，6種類いずれかの
抗原に対する陽性率は，小中学生ともにほぼ同様の傾
向であった（Table 1）．抗原別に比較すると，小中学生
ともに，2001 年でネコ皮屑に対する陽性率が上昇して

おり，小学生でブタクサおよびハルガヤに対する陽性
率が低下していたが，いずれも有意差は認められな
かった．その他の抗原では，小中学生ともにほぼ類似
の陽性率を示した．
また，陽性率が最も高かった抗原は，両調査年の小
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Table 2 Prevalence of allergen-specific IgE antibodies in the subjects diagnosed and not diagnosed

as any allergic diseases, 2001

（%）

P
value

Cat 
dander

P
value

House 
dust

P
value

D.p.2）
P
value

Sweet 
vernal 
grass

P
value

Ragweed
P
value

Japanese
 cedar 
pollen

P
value

Six 
allergens1）

p = 0.0 03
＊＊

53

p  ＜ 0.001
＊＊

88

p= 0.0 01
＊＊

77

p = 0.0 02
＊＊

47

N.S.

24

p  ＜ 0.001
＊＊

88

p  ＜ 0.001
＊＊

94Diagnosed
（n=17）Age

9 ― 11
years 15292910 6.83746Not diagnosed

（n=59）

p = 0.0 22
＊

33

N.S.

56

N.S.

50

p = 0.0 07
＊＊

44

N.S.

11

p = 0.0 02
＊＊

83

p = 0.0 01
＊＊

94Diagnosed
（n=18）Age

12 ― 15
years 11403715124355Not diagnosed

（n=101）

p  ＜ 0.001
＊＊

43

p  ＜ 0.001
＊＊

71

p = 0.0 02
＊＊

63

p  ＜ 0.001
＊＊

46

N.S.

17

p  ＜ 0.001
＊＊

86

p  ＜ 0.001
＊＊

94Diagnosed
（n=35）

Total
13363413104151Not diagnosed

（n=160）

＊：p ＜0.05　＊＊：p ＜0.01　N.S.：not significant
1）Positive for allergen-specific IgE antibodies against Japanese cedar pollen, ragweed, sweet vernal grass, Dermatophagoides ptero-

nyssinus, house dust or cat dander.
2）Dermatophagoides pteronyssinus.

中学生ともにスギであり，次にハウスダスト，ヤケヒョ
ウヒダニと，上位 3位は同一の順であった．

（3）追跡対象者の特異 IgE抗体陽性率
両調査年で追跡調査が可能であった 32 名について
みると，6種類いずれかの抗原に対する陽性率は 1996
年で 53％（17 名），2001 年で 66％（21 名）と，5年後
に陽性率が上昇していた（Fig. 3）．また，抗原別の陽性
率においても，すべての抗原で 2001 年に上昇していた
が，いずれも有意差は認められなかった．
1996 年と比較して 2001 年に特異 IgE抗体価のクラ
スの上昇が認められた割合は，スギ：28％（9名），ブ
タクサ：3.1％（1名），ハルガヤ：6.3％（2名），ヤケヒョ
ウヒダニ：28％（9名），ハウスダスト：34％（11 名），
ネコ皮屑：3.1％（1名）であった．
2001 年に陽転化していた者は，スギ 4名，ブタクサ
1名，ハルガヤ 2名，ヤケヒョウヒダニ 5名，ハウスダ
スト 6名，ネコ皮屑 1名であった．一方，1996 年に陽
性で 2001 年に陰性化していた者はハウスダストのみ
2名に認められた．

2．特異 IgE抗体保有状況とアレルギー性疾患有症状
況との関連
2001 年の聞き取り調査により，アレルギー様症状が

あると回答した者は，小学生では 27 名であり，これら
のうち，医師の診断がある者は 17 名（63％）であった．
診断の内訳は，喘息 7名，アトピー性皮膚炎 5名，ア
レルギー性鼻炎 3名および花粉症 8名であった（複数
回答あり）．
また，中学生においてアレルギー様症状があると回
答した者は 36 名であり，これらのうち，医師の診断が
ある者は 18 名（50％）であった．診断の内訳は，喘息
2名，アトピー性皮膚炎 7名，アレルギー性鼻炎 2名お
よび花粉症 9名であった（複数回答あり）．
診断のある群とない群における特異 IgE抗体陽性
率をTable 2 に示した．診断のある群における 6種類
いずれかの抗原に対する陽性率は，小中学生ともに
94％であった．一方，診断のない群における陽性率は，
小学生で 46％，中学生で 55％であり，いずれも診断の
ある群が有意に高かった（p＜0.01）．
診断はないが自覚症状がある者についてみると，小
学生では 70％（7�10），中学生では 89％（16�18）がい
ずれかの抗原に陽性であった．一方，自覚症状がない
者では，小学生で 34％（15�44），中学生で 48％（31�
64）が陽性となり，小中学生ともに自覚症状のある者
の陽性率は，ない者に比べて有意に高かった（小学生：
p＜0.05，中学生：p＜0.01）．
次に，診断の有無別に各抗原に対する陽性率をみる
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Table 3 The incidence of pollinosis among positive cases for allergen-specific IgE

antibodies against Japanese cedar pollen, 2001

（％）

P valueAge 12―15 yearsP valueAge 9―11 yearsClass

 0.0（n=16）13（n=8）2

 13（n=16）  7.7（n=13）3

p ＜0.0113（n=8）N.S. 36（n=11）4

29（n=7） 0.0（n=4）5

 36（n=11）67（n=3）6

n：Number of positive cases for allergen-specific IgE antibodies against Japanese cedar pollen.

N.S.：Not significant.

Fig. 4. Number of positive cases for allergen-spe-

cific IgE antibodies in subjects with pollinosis.

＊Dermatophagoides pteronyssinus.
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と，小学生では，ブタクサを除くすべての陽性率が，
診断のある群で有意に高かった（p＜0.01，Table 2）．
中学生では，スギ，ハルガヤおよびネコ皮屑に対する
陽性率が診断のある群で有意に高かった（スギ・ハル
ガヤ：p＜0.01，ネコ皮屑：p＜0.05）．
小中学生ともに最も例数の多かった花粉症に注目し
て，スギ特異 IgE抗体陽性者における花粉症の割合
を，クラス別にTable 3 に示した．小学生では，クラス
と花粉症との間に関連は認められなかったが，中学生
ではクラスが上昇するに従い，花粉症の割合が有意に
増加していた（p＜0.01）．
また，花粉症の者で，スギ抗原以外の重複感作をみ
ると，ヤケヒョウヒダニに対する重複感作が最も多く，
小学生では 8名のうち 7名（88％），中学生では 9名の

うち 6名（67％）に認められた（Fig. 4）．

考 察

平成 15 年保健福祉動向調査の概況3）によると，調査
時期から過去 1年間にアレルギー様症状がある者の割
合は，5～9歳および 10～14 歳の年齢層がいずれも
42.7％と，他の年齢層に比べて高い．さらに，アレル
ギー性疾患の診断がある者は，5～9歳および 10～14
歳の年齢層が高く，小児のアレルギー性疾患対策は，
重要な保健医療行政課題と考えられる．
また，本邦での学童等を対象としたアレルギー性疾
患に関する質問票調査は，井上らや西間らを始め，今
までに報告されてきた4）―7）．しかし，このような調査
において，生活環境中の抗原感作状況や，それらとア
レルギー様症状との関連について検討した例は，スギ
花粉症に関する報告以外は少ない8）―10）．
そこで，著者らは，埼玉県山間部の小中学生を対象
に，2001 年に採取した保存血清について，吸入抗原に
対する特異 IgE抗体測定およびアレルギー性疾患に
関する聞き取り調査を行い，抗原感作状況と症状との
関連について検討した．今回の調査では，スギ，ブタ
クサおよびハルガヤの 3種類の季節性の花粉抗原と，
生活環境に関連するヤケヒョウヒダニ，ハウスダスト
およびネコ皮屑の 3種類の吸入抗原について検討し
た．
花粉抗原のうち，スギおよびブタクサに対する陽性
率についてみると，山崎ら10）の愛知県下の一般住民
（17～69 歳）を対象とした調査では，それぞれ 30％お
よび 6％であり，今回の調査における小中学生の方に
高い傾向が認められた．このように，成人の花粉抗原
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感作率に比べ高かったことは，年齢層の違いだけでは
なく，調査年の花粉飛散状況や地域性も考慮する必要
があると思われる．今後，調査地域の成人の抗原感作
率についても調査し，比較検討を要すると考える．
花粉の抗原感作については，その植物の植生や年間
あたりの花粉飛散量の差が大きく影響すると考えられ
る．小川ら11）は，スギ花粉症患者について，曝露する
スギ花粉抗原量が多くなると，血中のスギ特異 IgE
抗体濃度が増加することを示している．今回の調査地
域近郊は，埼玉県内の山間部に位置しており，スギの
植生が多いことから，他の地域に比べてスギ花粉飛散
量が圧倒的に多い12）．このため，他の農山村地域にお
ける調査結果と比較すると，小学生（4～6年生）のス
ギに対する陽性率では，小笹ら8）の報告による小学生
高学年の陽性率（45％）と同様の傾向であった．また，
中学生においても，加藤ら9）の報告による中学生のス
ギ陽性率（52％）と同様であり，調査時期を考慮する
必要はあるが，小中学生ともに他の農山村地域のスギ
感作状況と類似していた．
次に，ブタクサに対する陽性率をみると，山崎ら10）

の報告（6％）や和歌山県南部町住民の陽性率（2％未
満）13）に比べて，今回の調査結果では高い傾向を示し
た．埼玉県内の 1996 年までの秋期花粉飛散状況に関す
る調査14）によると，ブタクサ属花粉の飛散量の増加が
示されている．これらのことから，調査地域のブタク
サの生育状況が，当該地域小中学生の花粉抗原の感作
に影響を及ぼしていることが示唆された．本県では，
このような地域の植生を考慮して，ブタクサ抗原を疫
学的指標として今後も調査していく必要があると思わ
れる．
ダニに対する陽性率をみると，加藤ら9）の調査によ
る中学生のコナヒョウヒダニに対する陽性率（27％）
や，成人のヤケヒョウヒダニに対する陽性率（16％）10）

に比べ，今回の調査結果では高い傾向を示した．これ
については，室内ダニの分布との関連も考えられるこ
とから，今後，生活環境に関する調査を行い検討すべ
きであろう．
ネコ皮屑に対する陽性者は，小学生で 23％，中学生
で 14％に認められた．本邦では，ネコ由来の抗原感作
率に関する報告は少ない．喘息患者については，その
感作頻度が 16～65％を示す報告がある15）．これらの
感作状況については，調査時期や地域性よりも，むし
ろペットの飼育状況が関与するものと考える．
2001 年から 5年前にさかのぼり，1996 年の小中学生

における特異 IgE抗体保有状況について，比較検討を
行った．その結果，ブタクサに対する陽性率は，2001
年に減少傾向が認められ，対象地域のブタクサの植生
が減少していることが推察された．
一方，スギに対する陽性率は，両調査年で類似の数
値を示した．調査時期の埼玉県内のスギ花粉飛散量を
みると，1996 年の総飛散数は 2400 個�cm2 前後（坂戸
市），2001 年は同地域付近で 2391 個�cm2 であり16），
ほとんど変化がみられなかった．これらの花粉飛散状
況から，今回の調査結果では，両調査年のスギに対す
る陽性率に変化が認められなかったと考えられる．楠
ら17）の報告では，2002 年のアレルギー外来患者におけ
るスギ花粉抗原感作率は，15 年前に比べて有意に高く
なっている．このことから，対象地域の抗原感作状況
の年次変化をみるには，5年前よりさかのぼって調査
する必要があると考える．
両調査年で追跡調査が可能であった者における 6種
類の各抗原に対する陽性率は，小学生から中学生まで
の成長段階の 5年間で有意差は認められなかったもの
の，増加する傾向が認められた．また，中学生の時期
に特異 IgE抗体価のクラスの上昇や陽転化する者が
認められており，今後の追跡調査により，有症状況を
検討していく必要がある．
2001 年の調査において聞き取り調査を行った結果，
小中学生ともに，アレルギー性疾患の診断がある者は，
ない者に比べて，6種類いずれかの抗原の陽性率が有
意に高かった．これは，当然の結果と考えられるが，
診断のない者においても，自覚症状のある者がない者
に比べて陽性率が有意に高かった．今後，自覚症状が
ある者を対象に疫学調査を行っていくことは，アレル
ギー性疾患の実態を把握する上で重要と思われる．
花粉症の診断がある者で，スギ以外の抗原との重複
感作をみると，ダニに対する重複感作が最も多かった．
スギ花粉症の感作や発症については，スギ花粉よりも
若年で感作が成立する室内ダニの関与を示唆する報告
がある18）．そこで，ヤケヒョウヒダニとスギに対する
陽性率との関連をみると，小中学生ともに，スギ，ヤ
ケヒョウヒダニ，ハウスダストのいずれかの重複感作
が，重複感作がある者全体の 90％以上を占めていた．
さらに，ダニ陽性者におけるスギの陽性率が有意に高
かったことから，スギ花粉症発症におけるダニ感作の
関与が示唆された．ダニ感作のリスクは，室内の気密
性や温湿度等のダニの増殖に適した条件により高まる
と考えられることから19），今後，これらの対象者の生
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活環境要因と有症状況との関連について検討する必要
がある．
中学生のスギ陽性者では，抗体価のクラスが上昇す
るに従い，花粉症の診断がある者の割合が有意に増加
していた．本県の 15 歳以下の県民を対象とした調査結
果20）では，花粉症の有症率は 4歳から増加傾向が認め
られ，10～15 歳の年齢層が有意に高かった．楠ら17）は
学童期におけるスギ花粉症罹患率が年齢とともに
5.2％増加する傾向があり，さらに，7歳以上における
感作率は過去の同年代に比べて有意に上昇していると
報告している．学童期以降は乳幼児期に比べて，室外
で活動する機会が増え，スギ花粉抗原の感作リスクが
高まると考えられることから，中学生の段階で花粉症
発症の頻度が高まることが推測される．
今後，追跡調査を行い，抗原感作と発症要因との関
連について検討するとともに，生活環境要因との関わ
りについても調査を行い，学童期の抗原感作予防対策
を実施していくことが，小児のアレルギー性疾患発症
予防のために必要である．

今回の調査研究にあたり，御協力をいただきました埼玉
県衛生研究所 長谷川紀美子，山田文也，松本隆二，元 埼
玉県秩父保健所 田中啓嗣の諸先生方に深謝申し上げま
す．
本調査研究の一部は，第 53 回日本アレルギー学会総会に
て発表した．
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AN EPIDEMIOLOGIC STUDY ON PREVALENCE OF ALLERGEN-SPECIFIC IGE ANTIBODIES
IN SCHOOL CHILDREN LIVING IN RURAL AREA OF SAITAMA PREFECTURE, JAPAN

Masako Ikushima, Masatoshi Takaoka, Sachie Kawahashi and Sakiko Tanno
Saitama Institute of Public Health

Background：In order to estimate the sensitization to inhalant allergen in childhood, prevalence of allergen-
specific IgE antibodies was retrospectively surveyed on sera from school children aged from 9 to 15 living in
rural area of Saitama prefecture, Japan, in 2001 and five years ago from 2001（1996）．
Methods：Allergen-specific IgE antibodies against Japanese cedar pollen（JCP）,ragweed, sweet vernal grass,
Dermatophagoides pteronyssinus（Dp）,house dust（HD）and cat dander were examined on sera from 79 school
children aged from 9 to 11（group A）and 119 school children aged from 12 to 15（group B） collected in 2001,
and sera from 117 school children aged from 9 to 11 and 56 school children aged from 12 to 15 collected in
1996. Furthermore, a questionnaire survey about diagnosis of any allergic diseases and symptoms associated
with the diseases was conducted on the same subjects in 2001.
Results：On the survey from school children, group A and B, collected in 2001, percentage of positive cases
for allergen-specific IgE antibodies against any of 6 allergens were 49 in both of the groups for JCP, 10 and 12
for ragweed, 18 and 19 for sweet vernal grass, 39 in both of the groups for Dp, 42 in both of the groups for HD,
23 and 14 for cat dander, respectively. On the survey from school children collected in 1996, there is no signifi-
cant difference from the percentage of positive cases for allergen-specific IgE antibodies against each allergen
in 2001. Among the subjects followed-up on the survey in both of the years, the percentage of positive cases
for allergen-specific IgE antibodies against each of six allergens on the survey in 2001 increased as compared
with those in 1996.
As a result of questionnaire survey in 2001, percentage（70：group A, 89：group B）of positive cases for
allergen-specific IgE antibodies against any 6 allergens in the subjects with any symptoms associated with al-
lergic diseases, but not diagnosed, was significantly higher than the percentage（34：group A, 48：group B）
of that in the subjects without any symptoms associated with the diseases.
Conclusion：Further prospective study is required to clarify a cause of allergic diseases in childhood, and it
should be taken precautionary measures during childhood against sensitization with inhalant allergen to pre-
vent allergic diseases in surveyed area.
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